
はじめに：問題の所在

本稿の目的は, レギュラシオン学派において包括的な国際領域を先駆的に扱い, かつ ｢国際

レジーム｣ 概念を嚆矢として提起したミストラルの国際レジーム論を検討し, あわせて, その

特徴と彼が切り開いた地平を浮き彫りにすることである１)｡

��
はじめに：問題の所在

１. ミストラルの国際レジーム概念 (｢国際レジームと国民的諸軌道｣) の再構成�.� ｢諸国民経済と国際経済｣ の再構成�.� ｢国際レギュラシオン諸形態｣ の再構成�.� ｢国際レジームの移行｣ と ｢結論：袋小路か, 進路変更か？｣ の再構成
(以上本号, 以下次号, 次々号)

２. ミストラルの国際レジーム概念の特徴とそれが切り開いた地平�.� レギュラシオン学派の基礎概念の国際領域への移植�.�.� ｢成長 (蓄積) レジーム｣ と ｢国際分業地図｣�.�.� ｢制度 (構造) 諸形態｣ ｢レギュラシオン様式｣ と ｢国際レギュラシオン諸形態 (国際構造諸

形態)｣�.�.� ｢発展様式｣ と ｢国際レジーム｣�.�.� ｢危機｣ 概念の国際領域への適用�.�.� 覇権国の生産・消費規範への各国の適合能力の相違＝｢国民的諸軌道｣ の分岐�.� アメリカ国際レジーム学派との交差とミストラルの独自性�.�.� アメリカ国際レジーム学派 (＝国際政治経済学���) との交差�.�.� クラズナーとミストラル�.�.� 覇権安定論 (キンドルバーガー／ギルピン) とミストラル�.�.� ｢狭義｣ の国際レジーム論 (コヘイン) とミストラル
まとめに代えて

１) �������の理論系列に属する�����[����] ������‒�は, 実質的に国際レギュラシオンを扱うもの
として３つのアプローチを紹介している｡ 第一は, ｢グルノーブル・レギュラシオン学派｣ であり,

第二が ｢パリ・レギュラシオン学派｣ である｡ そして第三は, レギュラシオンという用語を使用して

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣
概念の生成 (上)�. ミストラルの所説に寄せて

奥 村 和 久



第二次大戦後の先進国の高度成長とその危機をフォーディズムという同一の分析装置で成功

裡にとらえたレギュラシオン学派も, 当初より国際領域に割り当てられた分析は弱い分野と見

なされてきた｡ レギュラシオン学派は, ｢国際レジームへの参入形態｣ を, ｢貨幣制約の諸形態｣,

｢ラポール・サラリアル (賃労働関係) の構図｣, ｢競争の諸形態｣, ｢国家の諸形態｣ とあわせ

て五大制度諸形態としてあげているにもかかわらず (�����[����] �����‒��；��‒��ページ),
その分析の重点は, ｢フォーディズムの動態とレギュラシオンが作用した主要先進諸国の国民

的空間｣ (�����[����] ����) にあったからである２)｡

また, 国際分野に対する分析の弱さは, 先進国の高度成長期において国民経済の相対的自立

性が支配的であり, ラポール・サラリアルが他の制度的諸形態に対して規定的役割を果たして

いた時期から, ��年代以降グローバリゼーションの時期を迎え, 五大制度諸形態の総体に影響
を及ぼすヒエラルキーの急変が生じ, 国際レジームへの参入がヒエラルキーの頂点へと転換し

たとされても (�����[����]), 依然として変わらない３)｡ またアグリエッタにみられるよう

に (��������[����] [����]), 事実上, グローバリゼーションを起点として ｢資産形成成長

レジーム｣ が分析されているにもかかわらず, 包括的な国際領域の分析は, 同様の事態が続い

ている４) ５)｡ また, 制度と制度的構造の変化, および各国の国際比較において精緻化を伴うレ
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はいないが, アメリカの国際関係論分野で生まれた ｢アメリカ国際レジーム学派｣ である｡ 本稿が直

接, 対象とするのはパリ・レギュラシオン学派であり (以下, レギュラシオン学派と略), また��������の切り開いた地平を明らかにするところでは, ｢アメリカ国際レジーム学派｣ にも言及する｡ と
ころで, 次々稿で検討するように, アメリカの国際関係論の分野で����年代に発展してきた国際政治
経済学��� (�����������������������������) は, その二大潮流であるネオリアリズムの潮流に
属する ｢覇権安定論｣ とネオリベラリズムの潮流に属する ｢国際レジーム論｣ を生み出した｡ だが,

レギュラシオン学派において国際レジーム論を直接に検討している�������も�����も, 覇権安定
論をも広い意味において国際レジーム論に含めているため, 本稿もそれを踏襲した｡ したがって本稿

では特に断りない場合は, 厳密さを欠くとはいえ, ｢アメリカ国際レジーム学派｣ に覇権安定論も含

まれている｡ また本稿の ｢アメリカ国際レジーム学派｣ という名称も, �����の命名をそのまま採用
している｡

２) 国際分野に関する論争を掲載した������′�������′��������������において, レギュラシオン学
派にとって国際領域の分析が弱い環であるという指摘は, レギュラシオン学派以外からもなされてい

る (��′�������[����], �����[����])｡
３) このようにグローバリゼーション期を迎えて国際レジームがヒエラルキーの頂点に位置するように

なったとする見解には, ��������[����] のように壮大な�������[����] の ｢世界＝経済�′��������������｣ を援用しながら, ｢国際関係は常に支配的である｣ とする批判も������′�������′���������������に掲載されている｡
４) ��������[����] の ｢資産形成成長レジーム｣ については, 安孫子 [����] 付論が的確な紹介・検
討をしている｡

５) 通例, グローバリゼーション期の制度諸形態の配置構造の頂点に立つのは, �����が国際レジー
ム, ��������が金融, �����が広い意味での競争として紹介されている (山田 [����])｡ なおここで,�����の ｢広い意味での競争諸形態の変容｣ は, とりわけ����������������[����] の ｢勤労者社会

の転換｣ (�����[����] �����) を踏まえてのことである｡



ギュラシオン学派の第二世代に関しても, 事態は変わらないままである６) ７)｡

したがって, レギュラシオン・アプローチの射程を国際分野へと広げ, それを包括的に扱っ

たレギュラシオン学派の三系列を紹介・検討することは, 依然として今日的課題である｡ まず

第一の系列には, 国際レジーム概念を正面から扱ったミストラル, およびその後継者たちであ

るマジエ／バル／ヴィダルが属する｡ 第二の系列には, リピエッツが位置する｡ 彼は国際レジ

ーム概念には懐疑的ではあるが, レギュラシオン学派のフレームワークの中に, ｢流血的テー

ラー主義｣ と ｢周辺部フォード主義｣ という独創的概念を導入し, 国際分業の射程を南北問題

にまで広げ, ｢世界的な構図｣ (�������[����] ����；��ページ) を描いている｡ 第三系列には,
国際レジーム概念には言及していないが, 途上国の類型化を構築し, 国際分業のおける先進国

と途上国の役割をパクス・ブリタニカ期とパクス・アメリカーナ期において特徴付けることに

よって, 国際分業の射程をさらに歴史にまで広げ, その変遷を分析したオミナミがいる８) ９)｡

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣ 概念の生成 (上) ��

６) この二領域におけるレギュラシオン学派の������[����] を中心とした紹介については, 安孫子
[����] 第Ⅲ部, 原田 [�����] [�����] [�����] 山田 [����] 第７・８章を参照｡
７) もう一つレギュラシオン学派による分析が希薄な分野は, 国家の諸形態であった｡ ｢社会的諸規範

を要約する国家｣ (��������[����]), あるいは ｢レギュラシオンの原基形態としての国家｣ �������
[����], あるいはまた ｢構造諸形態の配置構造の過程を形成する国家｣ (�����[����]) として, 国
家はその重要性が折りに触れて語られてきた｡ しかしながら, レギュラシオン学派の初期の著作にお

いては, ｢特に国家に割り当てられた章はなく……国家は制度諸形態の様々な介入領域に応じて切り

分けられて論じられており, そのものとしては分析されてこなかったのである｣ (�����[����] ����)｡ なお, この間の国家論研究の経緯については, 若森 [����] 第６・７・８章を参照｡ そしても
っと後になって国家論は, ｢制度化された妥協総体｣ (�����′���′�����[����], ��′�����[����])
である国家として, あるいは ｢租税国家｣ (���′���[����]) として本格的に分析されることになる｡
なお, ���′���を中心にしてレギュラシオン学派の国家論を紹介・検討した労作として中原 [����]
を参照｡

８) グルノーブル・レギュラシオン学派とパリ・レギュラシオン学派の国際分業論を検討した ������
は, パリ・レギュラシオン理論を, 国際領域にまで広げた人物として, �������と�������の二人の
みを挙げている (������[����] ������‒��, �����)｡ また若森 [����] 序章は, インターナショナ
ル次元でレギュラシオンを研究した者として��������, �������, �������, �������を挙げている｡
本稿はレギュラシオン理論のその後の展開, および国際レジーム概念に対する各論者のスタンスの違

いを考慮して, 三系列とした｡

９) もっとも, ここで言う国際領域とは国際分業論まで射程の及ぶ包括的な国際領域という意味である｡

したがって, 貨幣の両義性に基づく ｢集権化��������������と断片化��������������｣ (�������������′�� [����]) を国際領域へ移植し, ｢国際通貨の単一性｣ と ｢国民諸通貨の多様性｣ (��������
[�����]) の観点から国際通貨レジームを精力的に検討した��������は, (部分的には国際分業への
言及を含んでいるが) その重要性にもかかわらず, この三系列から除いてある｡ 国際通貨レジームに

ついては, ��������[����] [����] [�����] [����] も参照｡ ちなみに後に述べるように, 通貨の国
家主権を克服して国際通貨の単一性へと向かう傾向そのものが同時に集権化傾向と断片化傾向を生み

出すとする��������の論理展開は, 国民経済を出発点とする世界経済空間の形成が統合化と断片化
を同時に生み出すという�������の論理展開の影響を与えていると思われる｡ なお, ｢レギュラシオ
ン学派の貨幣認識と国際通貨・金融問題｣ に関しては, 斉藤 [����] の的確な紹介を参照｡



本稿ではまず, この三系列のうち, 国際レジーム概念に最初に言及したミストラルについて

検討し, 以下, 順次, 彼の後継者たちを ｢国際レジーム概念の彫�と展開｣ として, そしてリ
ピエッツおよびオミナミの国際分業論を ｢国際レジームの歴史的分析｣ として取り上げていき

たい｡

レギュラシオン学派において直接に国際レジーム概念に言及されるのは, タイトル名も ｢国

際レジームと国民的諸軌道｣ (�������[�����]) と題されているようにミストラルにおいて
最初となる｡ ただし, 実質的には, それ以前の彼の著作おいても展開されているものと内容的

に重なる部分も大きいし, またより明瞭に語られている箇所もある｡

そこで本稿は, まず第一章において, 直接に国際レジーム概念に言及した上記論文を中心に

彼の論理展開に則してパラフレーズし, 必要な箇所では他の著作をも交えて, 彼の国際レジー

ム概念の再構成を試みたい｡ というのも, ミストラルの論理展開は, 含蓄が深いとはいえ, 非

常に込み入っており, また用語の使用法も, 国内レベルにおいて語っているのか, 国際レベル

で語っているのか, 判然としないところが多いからである��)｡ そしてそのため, ミストラルが
国際領域に言及したことは, 我が国においてもたびたびその重要性が指摘されながら, 彼の国

際レジーム概念については本格的に検討がなされていないからである｡

そしてミストラルの国際レジーム論を再構築した後, 本稿第二章においては, 彼の国際レジ

ーム概念が切り開いた地平を以下の二系列にわたって浮き彫りにしたい｡

第一は, ミストラルがレギュラシオン学派の基礎諸概念を国際領域に移植・適用したことで

ある｡ そしてそのことによって彼は, レギユラシオン学派の中心概念である ｢成長レジーム

(蓄積レジーム)｣��) と ｢制度諸形態／レギュラシオン様式｣ を, ｢国際分業地図｣ と ｢国際レ

ギュラシオン諸形態｣ として国際レベルへと置き換えるとともに, 両者の適合関係として ｢国

際レジーム｣ をとらえ, この国際レジームを ｢発展様式｣ と対応させたのである｡

第二は, ミストラルとアメリカ国際レジーム学派の国際レジーム概念との交差および彼の包

括性と歴史認識についての独自性である｡ アメリカ国際レジーム学派においては, 国際レジー

ム概念は主として国際政治経済秩序の安定化をもたらす制度面において捉えられている��)｡ だ
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��) �������に関しては, いま述べたように彼の論理展開が非常に込み入っている上に, 特に初期に邦
訳されたものは, 筆者も含めて訳者たちに国際レジーム概念についての理解が希薄であったため, 邦

訳がある場合でも大幅に修正した｡��) かつては蓄積レジーム��′������������������と表現されることが多かったが, 今は成長レジー
ム��′����������������と混在して使用されるか, むしろ後者が優先されることが多い｡ 例えば,�����[�����]｡��) いまやアメリカ国際レジーム学派の国際レジームの定義の標準になった�������[�����] ���に
よれば, ｢国際レジーム�������������������� [複数形に注意] は, 特定の問題領域で行為主体の
期待がそこに収斂するような明示的または暗黙の原則・規範・ルール・意志決定の手続きである｣｡

したがって後にも検討するように, アメリカ国際レジーム学派が国際制度をもっぱら重視しているこ

とは, 明らかであろう｡ なお, 別稿で検討する�����[����] �����の国際レギュラシオンの定義は,



がミストラルは, 国際レジーム概念を覇権国の成長レジームの国際的な不均等な波及による国

際分業地図の形成とそれに適合的な国際レギュラシオン諸形態の二側面から把握しているため,

国際レジーム概念が実態的側面と制度的側面との関連を考慮に入れたより包括的＝総合的な概

念へ鋳直されている｡ さらに彼は, ���の覇権国イギリスの成長レジームを外延的成長レジー
ムとして捉え, ���第三四半期の覇権国アメリカの成長レジームを内包的成長レジームとして
把握している｡ そのため, ミストラルの国際レジーム概念は, 資本主義の質的変化を歴史的射

程をもって視野に納めると共に, 覇権の基礎となる覇権国の成長レジームやそれに適合的な制

度的諸形態 (覇権国の発展様式) をも国際レジームとの関連において捉えていくのである｡

１. ミストラルの国際レジーム概念の再構成

レギュラシオン学派において国際レジーム概念を嚆矢として提起したミストラルの ｢国際レ

ジームと国民的諸軌道｣ 論文は, ｢１. 世界経済：歴史, 経済, 理論｣ ｢２. 諸国民経済と国際

経済｣ ｢３. 国際レギュラシオン諸形態｣ ｢４. 国際レジームの移行｣ ｢５. 結論：袋小路か,

進路変更か？｣ の五つの章から構成されている (�������[�����])｡
繰り返しになるが, 彼の論理構成は非常に込み入っている｡ しかしながら, ｢１. 世界経済：

歴史, 経済, 理論｣ において彼が本論文の見取り図を述べた箇所を参考にし, 彼の論文全体を

見渡しながら, それを敷衍すれば次のような論理的脈絡の整理が可能であろう｡

まず, 各国の経済空間は, 各国に固有なレギュラシオン形態を備えているために, 他の国民

経済に対しては特殊性を有しており, この限り世界経済は, 分離��′��������, あるいは断片
化��������������に基づいている｡ しかし, 国際レジームの第一の側面である覇権国の成長
レジームの国際的に不均等な波及は, この過程に対する各国の適応能力の相違に応じて各国の

差異化�����′����������を産み出しつつも, その差異化を許容可能な範囲に押さえる｡ それゆ
え, この不均等な波及過程は, 世界経済の統合化����′���������) と新たな断片化を同時に生み
出すことによって, 国際分業地図を形成する｡ そして, この断片化された様々な国民的経済空

間が, 不確実性と紛争に陥らず, 安定性を保つためには, 国際レジームの第二の側面である国

際レギュラシオン諸形態が必要となってくる｡ こうして国際分業地図と国際レギュラシオン諸

形態の適合関係に基づく国際レジームとその歴史的変容過程が取り扱われるのである｡

｢出発点は, 当然のことながら国民経済概念の考察である；次に我々は, [覇権国の] 成長
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�������のこの定義をそのまま採用しており, 一面ではアメリカ国際レジーム学派とレギュラシオ
ン学派の交差も見られる｡��) 統合化は, 彼の他の著作では (�������[����] [�����]), 統一化�����������, あるいは同質化������′��′�������とも表現されている｡



レジームと [第一の側面としての] 国際レジームの組合せについて検討する；国際分業によ

って理解されていることを定義した後になると, 我々は, 特化が累積優位に基づいている場

合の特化について取り扱うことができる｡ その後, 国際レジームの第二の側面である [国際]

レギュラシオン諸形態が, まずミクロ経済レベルで, 次いでマクロ経済レベルで分析される｡

それから, 国際レジームの安定性とその変化の問題に取り組まれることができるようになり,

そして現在の国際情勢に関するいくつかの広い範囲に及ぶ考察によって締めくくられるので

ある｣ (�������[�����] �����, ���)��)｡
以下, 本稿もこの論理展開に則して, 必要な場合には他の諸著作にも言及しながら, ミスト

ラルの国際レジーム概念を再構築していく｡

1.1 ｢諸国民経済と国際経済｣ の再構成

ミストラルは, 世界経済空間が断片化と統合化の二側面を有していることを強調する｡ まず,

分離, あるいは断片化は, 国民国家の形成により国内市場が同質化したことから生じる｡ この

同質化された空間は, 各国の技術的・歴史的基礎の故に, 他の諸国に対して特殊性＝各国に固

有なレギュラシオン諸形態を有する｡

ここで彼は, 国民経済におけるレギュラシオン諸形態を次のように述べる｡ ｢[国民的] レギ

ュラシオン諸形態は, 各国空間内部で展開する技術変化に対する集団的態度, 経済競争を関す

る調停, 社会的コンフリクトの解決を具体化しているのである｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡ そして各国ごとのこのレギュラシオン諸形態の差異化から, 世界経済空間の断片
化が生じるのである｡

では, このように断片化された世界経済空間は, どのようにして統合化されるのであろうか？

ミストラルによれば, 市場かつ／あるいは多国籍企業や多国籍銀行は, この差異化を利用する

のであって, 通常, 理論レベルで考えられているように, 統合化を生み出すことはできないの

である｡ ここで彼は, 第一の側面としての国際レジーム概念と覇権国の成長レジーム概念を導

入する｡

｢我々は, [第一の側面としての] 国際レジームを強固に築かれ, [各国の] 資本蓄積の進

展を保障する相互補完関係の存在に基礎づけられた経済諸空間の構図, およびそれらの空間

の相互連関の構図として定義しよう｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡
そして, この構図を創り上げていく推進力が, 覇権国の成長レジームなのであり, ｢��世紀
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��) [ ] 内は, 筆者挿入｡ 以下, 同様｡ このように対象となる用語を形容する言葉がその都度, 適切

に与えられていないことが, 彼の論理展開を解きほぐすことを一層困難にしている｡



後半の主として外延的成長レジームと��世紀第半四半期の主として内包的成長レジーム｣
(�������[�����] �����；���ページ) がそれに当たるとして, アグリエッタの ｢外延基調の

蓄積レジーム｣ から ｢内包基調の蓄積レジーム｣ への歴史的移行というテーゼを援用する｡

(��������[����])｡
ミストラルは, イギリスの覇権と外延基調の蓄積レジームの結びつきに関してはエピソード

以上のものを語っていないが, アメリカの覇権については他論文で, その移行と特徴について

次のように述べている｡

まず, アメリカの覇権の確立に関して言えば, それは三つの時期にわたる長い歴史をもつ｡

第一期は, 巨大な市場と例外的に柔軟性のある社会諸関係に支えられて工業化の基礎を築き,

保護主義に守られながらイギリスにキャッチ・アップした時期である｡ 第二期は, 生産諸条件

と生活諸条件の絶えざる変革に根を下ろして, ��世紀初めに新しい成長様式を開始した時期で
もあり, また第一次大戦で弱体化したヨーロッパ諸列強に対して位置取り戦争をリードした時

期である｡ 第三の時期は, 第二次大戦後にアメリカが政治面・軍事面のみならず工業面・金融

面での優位を確立した時期である (�������[����] ���)｡
そして, 新しい成長レジームの世界的規模での確立をもたらしたアメリカの覇権の特徴に関

して, 四本の支柱に支えられていることを指摘する｡ 二本は国内的支柱であり, 製品と生産方

法に関する技術面でのリード, および高度成長のレギュラシオンに適合的な制度的枠組みの中

への社会諸関係の組み込みである｡ もう二本は対外的支柱であり, ドルの国際的購買力の実質

的な過大評価, およびアメリカのパワーの世界的な拡張をもたらすのに適した国際組織の整備

がそれに当たる (�������[����] ���, [�����] �����；��ページ)｡
この構造的条件に支えられて, 一方では, アメリカで経験された生産および消費規範が, 既

に工業化した諸国 (���と日本) の旧いレギュラシオン諸形態を覆しながら, それゆえラポ
ール・サラリアルの深化を通じて, より効率的な生産規範やレギュラシオン諸手続の波及させ

ていく｡ だがこの過程は, 覇権国の生産・消費規範に対する適応能力の国民的相違によって各

国のマクロ経済的分岐を孕みながら, それゆえ新たな断片化を生み出しながら, 不均等に波及

していく｡ また他方ドルの過大評価は, アメリカの巨大企業の活動の世界的展開を促進する｡

そして, この二つのプロセスによって, 異なった経済諸空間の相互補完関係と相互連関が可能

となり, アメリカで経験された成長レジームが波及した地域に貿易と投資の集中が生じるので

ある｡ それに対して, 覇権国企業の貿易面と金融面での周辺国への拡張は, 周辺国の伝統的な

社会構造を破壊し, その社会構造の変容を持ち込まれた周辺国を外向的推進力に服従させ, 周

辺国の混沌とした社会の移行を開始させるのである｡ したがってここでは, 後に ｢戦略圏｣ で

述べるような排除の論理が働き, 第三世界における発展の周辺的性格が加速するのである

(�������[����] ����‒�)｡
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｢かくして [第一の側面としての] 国際レジームは, [先進諸国の] 各国経済空間を接合す

る支配的原理として作用するのであり, 各国経済の参入様式は, その原理に組み込まれてい

るのである｡ ……この論理は, まさに旧い工業諸国に対しては統合的な作用を果たすのであ

る｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡
ここで我々は, ミストラルが個々ばらばらに指摘している第一の側面としての国際レジ

ーム概念を, 以下の三要素からなるものと考えることができる｡ 第一は, 覇権国の成長レ

ジームであり, その成長力を国際的に不均等に波及させていく力を持つ｡ 第二は, この成

長力の国際的波及によって形成された各国の新たな断片化とその相互補完関係に基づく各

国の国内的な経済構造, あるいは各国の成長レジームである｡ したがって後にも述べるよ

うに, ミストラルは第一の側面としての国際レジームが各国内の成長レジームに影響を与

えている面も考慮に入れているのである｡ したがって国際レジームは, 覇権国アメリカの

成長レジームより幅広い概念であり, 各国の断片化に基づく相互補完として国際分業形成

の基礎を説明するものなのである｡ 第三は, このようにして形成された各国の成長レジー

ムの国際フロー (貿易, 直接投資, 金融) による相互連関を媒介として形成される国際分

業が該当するのである｡

次にミストラルは, 貿易による競争を通じた覇権国の成長レジームの不均等な波及過程＝各

国の適合過程をさらに深く理解するために, ｢国際分業地図｣ 概念と ｢戦略圏｣ 概念を導入す

る｡ そのための手始めとして, ミストラルは各国のとっての貿易の両義的役割を確認する｡

｢貿易は, 一連の好機 (市場拡大, より安価な物資, 相互補完的な資金調達源……) を提

供すると同時に, 一連の制約 (マクロ経済的国内レギュラシオンに対する, 通貨管理に対す

る, 技術獲得に対する……) を課すのである｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡
したがって, 覇権国のもたらす成長レジームの波及に参入するためには, 各国経済は, その

内部に覇権国の成長レジームの波及に適合的な国民的レギュラシオン諸形態を生み出さねばな

らない｡ あるいは, 各国の資本蓄積の動態に, この適合への潜在能力がなければならない｡ こ

の適合能力には, 各国間でヒエラルキーがあり, このヒエラルキーに重点を置いて国際分業の

構図を描いたものが, ｢国際分業地図｣ 概念である｡ そして国民的レギュラシオン諸形態と各

国の適合能力に焦点を当て, 第一の側面としての国際レジームへの参入の論理と排除の論理を

述べたものが ｢戦略圏｣ 概念として示される｡

｢我々は, 国際分業地図����������������������������������������を, 技術的およ
び会的な標高差 [格差] ��′�����������に関わる原理として定義しよう｡ その原理は, 各国
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経済空間における生産と利用の諸条件の質的変化を通じて, [覇権国の] 成長レジームへの

潜在的参入能力を説明するのである｡ 国際分業地図は第一に, 技術的および社会的イノベー

ションが集中している特定の国民経済 (あるいは特定の複数の国民経済) の位置を確定する

ヒエラルキー図に従って描かれる｡ 国際分業地図は, この中心地 (あるいは複数の中心地)

を起点として, そこに集中した世界的規模での生産物や資本の流通経路を描いており, その

経路は戦略圏の存在を明らかにしているのである｡

戦略圏����������′�����の概念が築き上げるのは, 一方では支配的経済国が世界経済全
体に提供する潜在的成長能力と同国が課す制約との間の関連であり, 他方では各空間におけ

る資本蓄積の独自の動態なのである｣ (�������[�����] �����；���‒�ページ)｡
ここで少し戦略圏概念について敷衍しよう｡ 新技術の導入は, 元来の組織原理のレギュラシ

オンの国民的諸形態を一新する｡ そしてそのことが各国経済の資本形成を促進する場合には,

各国経済の支配的経済に対する格差は副次的なものであり, 各国経済の国際分業への組み込み

は ｢参入����′����の論理｣ (�������[�����] �����；���ページ) に従って行われる｡ この
場合には, 戦略圏は, 各国の経済構成体による差異化を許容可能な範囲に抑制するのである｡

それとは反対に, 先のインパクトが社会階層や経済的ネットワークの伝統的な構図と衝突し,

｢全体としてのレギュラシオンの国民的諸形態����������������������′������������������｣
と不適合を起こすなら, これら経済空間の国際分業への組み込みは, ｢排除�′�������の論理｣
(�������[�����] �����；���ページ) に従うことになるのである｡ こうして, 国内的諸変化
が国際規範の要請に適合するなら, 第一の側面としての国際レジームは, 戦略圏の拡大に結び

つくのである｡

そしてミストラルは, ｢諸国民経済, 国際経済｣ と題された節を締めくくるに当たって, 各

国の国際レベルでの覇権国の成長レジームへの参入能力を際立たせるために, 国民経済に力点

を移す｡そして彼は,各国の累積優位�����������������(�������[�����] ������‒��；���
ページ) に基づいた競争力という概念を提示していくのである｡ というのも, 比較優位や特化

が静態的に所与の時点における資源の再配分を取り扱うのに対して, 競争力概念は, 国際市場

で伝達される規範への各国のレギュラシオン諸形態の変化＝適応能力を示すからである｡ この

領域においては ｢すぐ使える状態における覇権国の成長レジームの移植はない以上｣ (�������
[�����] �����；���ページ), 技術面での地位の更新と収益性の上昇を可能にするようなレギ
ュラシオンの国民的諸形態の国際規範への適応が必要なのである｡

このような適応の成功を貿易面から見れば, 輸出においては世界需要の成長が著しい部門へ

の参入である｡ また輸入においては, 技術的支配が必要な製品の国内市場の征服である｡ この

征服は, 国内の様々な部門における分業の深化を保障するからである｡ こうして ｢国際分業は,

累積優位に基づいた時間をまたぐ論理を呼び起こすのである｣ (�������[����] �����；���‒
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�ページ)��) ��)｡
1.2 ｢国際レギュラシオン諸形態｣ の再構成

以上で国際分業の原動力を明にした後, ミストラルは国際レジームの第二の側面の考察に入

る｡

｢このように国際分業の原動力を研究したことによっては, 世界経済の統合は, その諸側

面の一つだけが明らかにされたに過ぎない｣ (�������[����] �����；���ページ)｡
しかしながら, 世界経済空間に断片化の傾向がある以上, 各国が貿易戦争や通貨戦争に陥ら

ないための制度的枠組みがなければならない｡ 彼は, それを ｢国際レギュラシオン諸形態�������������′����������������������(�������[����] �����；���ページ)｣, あるいは国際
｢構造諸形態������������������｣ (�������[����] �����；���ページ) として展開する｡

｢国際レギュラシオン諸形態が示すのは, まさに民間主体の行動を方向づけ, 国家介入の

行為を制約する規範������・規則��′����・制約�����������・制度������������の総体な
のであり, この総体が民間主体の行動を方向付け, 諸国家間の競争的対立と敵対を緩和する

のである｡ この観点から, 構造諸形態の三大カテゴリーが, 注意深く分析され, 階層的に分

類されねばならない｣ (�������[����] �����；���ページ)｡

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年��

��) なお�������がここでアメリカの成長レジーム波及への各国の適応過程における輸出入の役割と
累積優位を強調するのは, 高度成長を遂げたとはいえ, フランスのフォーディズムの ｢構造的脆弱性｣

に一貫した危機感を持っていることの表れでもある｡ それは, 海外の設備財のフランス国内市場への

浸透を許しているため, 他の諸部門の生産諸条件の変革を海外に依存していることである｡ したがっ

て, そのことは, 一方では国内での緊密な産業網の欠如や輸出競争力の弱さにつながり, 他方では生

産諸条件の変革と結びついた国民の生活諸条件の同時的変革の海外への依存を意味するからである｡�������が ｢選択的政策�����������′�������｣ による設備財部門を軸とした ｢国内市場の支配�����������������′ ����′�����｣ あるいは ｢国内市場の再征服�������������������′ ����′�����｣ を彼の諸著
作に流れる通奏低音として強調するのは, 他部門への波及効果を持つ動態的な累積優位の確立が保護

主義を避けつつ対外制約を緩和する重要な手段と見なしているからである (�������[����] [�����]
[�����] [����] [�����])｡��) 奥村 [����] [����] [����] は, �������′�������′�����������������������������[����]
に基づく国内生産統計と�������′�������′�����������������������������[����] の外国貿易
統計を結びつけ, あわせて各部門と貿易相手国をクロスさせ, フランスの部門別・貿易相手国別の輸

入浸透度＝���／(��＋��－��), 輸出依存度＝���／��を計測し, 主に����年代のフランスの設備
財部門における日米 (西) 独による輸入浸透度の高さを実証している｡ なお���：�商品の�国から
の輸入額, ���：�商品の対�国輸出額, ��：�商品の国内生産額｡



この構造諸形態の第一の総体は, 商品と資本フローの流通を調節する��′����国際ネットワ
ーク��′������������������� (海外営業支店・輸送網・銀行の海外進出) である (�������
[�����] �����；���ページ)｡ このネットワークは, 各国経済空間を物的に相互に連関させる
インフラストラクチャーを構成し, その機能は市場を拡大し, 不確実性とコストを低下させる

ことである｡ しかしながら, この相互連関は, 生産の領域に直接には浸透しない表面的な性格

を持つに過ぎないのである｡

構造諸形態の第二の総体は, 国際化した企業���������������������′�の空間的な展開の様
態にかかわってくる (�������[�����] �����；���ページ)｡ 国際化した企業 [多国先企業]

は, 各国空間における市場の成長予測, 相対価格の構造, 賃労働関係 (ラポール・サラリアル)

の諸特性, 政府の優遇措置や制約を, 企業計画の中に統合していく｡ つまり国際化した企業は,

｢国際分業地図を私的計算の領域に投げ入れるオペレーター｣ なのである｡ したがって国際化

した企業は, ミクロ経済モデルに応じて, 生産の地域的編成を行っていくのである｡

しかしながら超国籍化した企業といえども, 企業は一方では, 寡占間競争がもたらす制約に

服している｡ また他方では, 企業行動は, 国家の通商政策, 資本移動に対する態度, 各国ごと

の価格体系の非均質性, 為替レートといった各国空間の差異化が課す諸力に規定され続けてい

る｡ したがって, 企業活動のミクロ経済的規定要因は, 差異化を生む出す国民的諸要因に服属

しているのである｡ では, 国民経済の差異化とヒエラルキーを孕んだ国際分業地図の安定化を

維持するものは, 何であろうか？

それゆえ, 構造諸要因の第三の総体は, 貿易面と国際通貨制度面からなる国家による ｢国際

経済諸関係の制度化���������������������������������′�������������������������｣ (��������[�����] �����；���ページ) である｡ この国際経済諸関係の制度化は, 世界国家が存在
しない以上, 覇権国主導で行われるか, 関係諸国の交渉による｡ だがミストラルは, この国際

経済諸関係の制度化が良好に構造化された時期として, 覇権国の存在の重要性を指摘する｡ そ

して彼は, 国民的自立性の余地と対外制約の性格に歴史的相違があるという視点から, ｢���
末と��世紀半ばに確立された [第二の側面としての] 国際レジームの比較｣ (�������[����]�����；���ページ) としてイギリスの覇権期とアメリカの覇権期を対比する｡���の自由貿易と金本位制は, 国際経済諸関係の制度化を市場に服属させるものであった｡
それに対して, ｢埋め込まれた自由主義����′�����������′��′ という概念が, ��世紀半ばには貿
易面でも通貨面でも優勢になるのである｣ (�������[�����] �����；���ページ)��)｡
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��) �������が引用している ｢埋め込まれた自由主義������������������｣ 概念は, 市場経済と社会
との関連を問うた�������[����] の立論を踏襲した������[����] によっている｡ ������は,
戦後の���・����体制を単に市場メカニズムに服属した国際秩序としてではなく, 国内均衡と国
際均衡の同時達成を目指したものとして分析しているのである｡ なお, ������の ｢埋め込まれた自

由主義｣ 概念については, 鳴瀬 [����], 八木 [����] を参照｡



����諸協定は, 交渉, 妥協, 制裁に基づいた政治的論理に依拠しており, この政治的論
理は, 多くの例外を認め, 実質的な駆け引きの余地を残しているからである｡ それゆえ����
は, 国民的差異化を認めることに基づいた関税障壁低下へ向けての多角的プロセスなのであ

る��)｡
ブレトンウッズの国際決済システムも, その持続性を, 国際収支の赤字のファイナンスの���の原資への条件付きアクセス, および構造的不均衡の場合の平価変更に持っているので

ある｡ それゆえ, 国際収支の調節は, 市場の自動機構の結果と言うよりも, ���との交渉過
程から生じるのである｡ したがって, この時期の国際決済システムは, 各国のマクロ経済的レ

ギュラシオンと密接に結び着いた信用貨幣の発展に基づく通貨システムの論理に属しているの

である｡

以上のような展開の後, ミストラルは, ｢対外制約と積極的調節｣ と題された節で, 今まで

手順を踏みつつも, 切り離されて述べてきた二大研究対象である国際分業地図と国際レギュラ

シオン諸形態を振り返り, 国際レジームがこの両者から形成されていることを述べる｡ つまり

この箇所に至って, はじめて国際レジームの定義が, ミストラルによって与えられるのである｡

そのうえで, 彼は国民経済に対して作用する対外制約への適応過程を積極的調節として示し,

この過程を国際レジーム内の小危機ととらえ, レギュラシオン学派の危機概念の国際領域への

移植を示唆するのである｡

少し長くなるがまず, ミストラルの国際レジーム概念の理解について総合的に述べられた箇

所であるので, そのまま引用しよう｡

｢理論的考察の展開が最終的に我々に可能にしたのは, 二つのタイプの研究対象を結びつ

けることであった｡ [�] 第一のものは, 複数の国にまたがる空間における蓄積の動態に関連
している｡ この第一のものによって可能になったのは, 国際分業地図を累積優位の論理に基

づく過程として描くことである｡ そこから生ずるのは, 支配的成長レジームへの参入能力に

応じて, 各国空間が分極化する傾向である｡ [�] 他方, 各国空間の相互連関は, [�] 組織
的論理に従ってミクロ経済的次元で作動したり, [�] あるいは制度的論理に従ってマクロ
経済次元で作動したりする構造諸形態の総体によって保証されている｡ この構造諸形態が相

互依存の様態を規定しているのである｡ [�] 今や, この二つへの準拠を結びつけることによ
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��) 佐伯 [����] 序章によれば, ����は関税・貿易という対外政策については共通の規制が課せら
れているが, 国内政策に関しては各国の主権が尊重されているため ｢国境主義｣ と特徴付けられる｡

それに対して��� (ウルグアイ・ラウンドにむかう����の流れ) は, 農業・知的所有権・サー
ビス貿易等を交渉の対象とするので, 国内政策や国内制度にまで影響が及ぶため ｢国内主義｣ と言わ

れる｡ このことは, 先に述べた諸制度の階層性に変化が生じ, 国際レジームへの各国の参入がヒエラ

ルキーの頂点に立ったことと密接に関わっているのである｡



って我々にとって可能となるのは, 国際経済に関する安定性と変化も問題に取り組むことで

ある｡ 事実, この段階で我々が示すことができるのは, 国際レジームの安定性は, 国際分業

地図と [国際] レギュラシオン諸形態の適合����������′ に基づいているということである｡
したがって考察は, 同時に行われなければならないのである｣ (�������[�����] ������‒�；���ページ)｡
この [�] の箇所は, 我々が ｢諸国民経済, 国際経済｣ でパラフレーズしたところである｡

また [�] の箇所の [�] [�] は, 我々が, ｢国際レレギュラシオン諸形態｣ において構造的諸
形態の三大カテゴリーとして解説したものである｡ そして [�] において, 両者の総合として
の国際レジーム概念が, ミストラルによって初めて示されるのである｡

次にミストラルは, 対外制約と国際レギュラシオン諸形態の関係について述べていくなかで,

積極的調節の果たす役割を指摘する｡ 国際レギュラシオン諸形態は, 各国のマクロ経済的差異

化を許容可能な多様性�����′��′�の範囲にとどめるものとして作用する｡ そして, このような
各国の国内動態に対する世界市場のフィードバックが, 対外制約��������������′������(��������[�����] �����；���ページ) とよばれるのである｡ したがって対外制約が示しているの
は, 国民経済において追求される発展様式と国際レベルで課される諸規範との不一致であり,

それは各国の競争力の危機 (小危機) として現れる｡ この競争力の危機の解決に向けて各国は,

国民的レギュラシオン諸形態の配置そのものやその作用のあり方を覇権国の成長レジームへ参

入できるよう適合させていく｡ この場合には, 各国の戦略圏は広がり, この適合過程は, 積極

的調節�����������������(�������[�����] �����；���ページ) としての意味を持つので
ある｡ またこの過程そのものは, 各国が分岐する諸傾向を吸収しつつも, 国際的な諸規範への

各国の適応能力に応じて, 統一化と新たな断片化を同時に生み出していくのである｡

1.3 ｢国際レジームの移行｣ と ｢結論：袋小路か, 進路変更か？｣ の再構成

この二つの章では, イギリスの覇権期 [パクス・ブリタニカ] とアメリカの覇権期 [パクス

・アメリカーナ] の国際市場の運行の比較が試みられ, ����年代以降のアメリカの覇権の衰退
がノン・レジームをもたらしたことが指摘されている｡

まず, ミストラルは ｢国際レジームの移行｣ と題する節において, 国際レジームが堅固に確

立される四条件を指摘する｡ それは第一に, 覇権国が, 技術面でのリードを保ち, 新しい欲求

様式を開発し, 労働編成や情報流通において効果的形態を有することである｡ 第二は, 諸国民

経済の経済成長が構造的な国際収支の赤字や黒字を生み出さないように, 国際レギュラシオン

諸形態の中に制約として働く調節原理を組み込むことである｡ 第三は, 国際資本移動が国際レ

ジームへの参入に貢献することである｡ 第四は, 国際通貨組織が, 通貨不足や過剰流動性を生

まないことである｡
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この四条件が満たされたのは, イギリスとアメリカの覇権下にある時期である｡ そして両者

の違いを彼は, 次のように要約する｡ イギリスの覇権下の国際レジームは, ｢諸々の国際市場

の自動機構｣ に基づいていたのに対し, アメリカの覇権下の国際レジームは, 諸々の国際市場

を, ｢各国のレギュラシオンの隙間に組み入れているのである｣ (�������[�����] �����；���
ページ)｡

そしてミストラルは, ｢結論：袋小路か, 進路変更か？｣ において, もう一度, 国際レジー

ム概念の展開過程を振り返り, あわせてレギュラシオン学派の危機概念の国際領域への適用を

試みる｡

｢本研究がまず可能にしたのは, 世界市場の形成過程, および生産と消費様式の国際化と

いう動向を [覇権国の] 成長レジームの普及過程として把握することである｡ とりわけこの

分析が強調するに至ったことは, 国際レギュラシオン諸形態の重要性であり, この諸形態は,

いつも潜んでいる国際経済の断片化への傾向を阻止するのである｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡
そしてこの文脈の中で彼は, ｢安定的発展様式内部でのレギュラシオンの構成要素である循

環性危機｣ と ｢発展様式総体の危機｣ を区別したボワイエの危機概念 (�����[����] �����‒��；��‒���ページ｡ ��������, �����) を国際分野へと移植する｡ そして彼は, それを ｢競

争力の危機｣ と国際 ｢レジームの危機｣ の二つのタイプの危機としてとらえ直していくのであ

る｡

｢最初のものは, 競争力の危機 [小危機] �������������′��������′ と呼ばれるもので, し
ばしば不調和を伴ってはいるが, 国際的規模で有効な規範への各国経済の同調����������
を示している｡ そのために, 競争力の危機は, 統合的な性格を有するのである｡ [国際] レ

ジームの危機����������′����は, 全く異なる性格を持っている｡ なぜなら, この危機は,
イギリスのリーダーシップと合衆国のリーダーシップの間の移行の場合がそうであったよう

に, 国際的なゲームのルールの根本的な再調整��′���′��������を問題にしているからであ
る｣ (�������[�����] �����；���ページ)｡
そしてミストラルは ｢結論：袋小路か, 進路変更か？｣ において, ����年代以降のアメリカ
の覇権の衰退が, ｢国際ノン・レジーム������′�����������������｣ (�������[�����] �����；���ページ) を生み出し, このノン・レームには二つの傾向が交錯していることを指摘する｡
第一の傾向は, 国際レギュラシオン諸形態の変化である｡ それは, アメリカと他の先進諸国
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との間に力関係の変化が生じたためであり, また石油危機と結びついた新たなファインスの必

要が生まれたからである��)｡
そして第二の傾向は, 国際分業地図の変化である｡ 旧い工業諸国の第三次産業革命と結びつ

いたイノベーションと新興工業諸国の資本形成と貿易促進の必要性が, それに当たる｡ そして

この国際分業地図に適合するよう, 行為主体を方向づけ, 行為主体の予測を安定化させる同質

的で持続的な国際活動のルール形成の必要性が指摘される｡ しかし, ��年代以降は覇権に基づ
いた国際関係が存在しないので, 国際的編成形態が袋小路に陥らないためには, 国際活動のル

ール形成が各国の交渉によって練り上げられる必要性の中に���末を支配する大きな進路変更
があるとして, 本書が締めくくられるのである｡

以上, 我々はミストラルの論理展開に沿う形で, 彼の国際レジーム概念を再構成してきた｡

彼の国際レジーム概念は, 国際分業地図と国際レギュラシオン諸形態の二側面から, あるいは

両者の適合からなっていた｡ そして国際レジームを形成するのは, 覇権国の成長レジームの国

際的に不均等な波及であった｡ そして, この波及過程は一方では, 国際レギュラシオン諸形態

に支えられて, 各国の生産諸条件や消費諸条件の国際規範への適合＝世界経済空間の統一化を

もたらものとして把握されていた｡ また他方でこの波及過程は同時に, 各国の国際規範への適

応能力に応じて国民的諸軌道の分岐＝断片化 (より正確には再断片化) をもたらす過程として

捉えられた｡ こうしてミストラルの国際レジーム概念は, 世界経済空間の ｢統合化と断片化の

弁証法����������������′�����������������������｣ (�������[�����] �����；���ページ)
を捉える理論装置として提起されたのである｡

それを踏まえて, 次稿で我々はミストラルの国際レジーム概念の特徴とそのことによって切

り開かれた二つの地平であるレギュラシオン学派の基礎概念の国際領域への移植およびアメリ

カ国際レジーム学派との交差とその超克の可能性について検討したい｡
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[����] ��������′������′���������������������������������������������������������[����] �����′��������������������′��′ ���������������������������������������(斉藤日出治ほか訳 [����] 『勤労者社会の転換：フォーディズ
ムから勤労者民主制へ』 日本評論社)����������������′�����[����] ������������������������� (井上泰夫／斉藤日出
治訳 [����] 『貨幣の暴力：金融危機のレギュラシオン・アプローチ』 法政大学出版局)���������[����] ����������������������������������������������������(山
田鋭夫／原田祐治ほか訳 [����] 『五つの資本主義：グローバリズム時代における社会経
済システムの多様性』 藤原書店)�����′������′��������[����] �����������′���������������������[����] �������′���������������������′��������′��������������������������������������������′������������������[����] ��������������������������′�����������������[�����]�����������������������������������������[����] ���������������������′��������������′����������������������������������������������������′������������������������′���������������������������������[����] ��′������������������������������′�����������������������������������������������������������[����] ����������������������������������′��������′��������������������������������������������[����] ��������������������� ���������������������������������������������������(都留康／磯谷明徳訳 [����]
『アメリカ衰退の経済学：スタグフレーションの解剖と克服』 東洋経済新報社)��������[����] �������������������������������������������������������������′������������������������
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[�����] �����′����������′��������������������������������′��������(山田
鋭夫訳 [����] 『レギュラシオン理論：危機に挑む経済学』 新評論
[�����] ��������������������′������� (山田鋭夫ほか訳 [����] 『世紀末資本主義』
日本評論社)

(������������) [�����] �������������′ ����������������������′����������������������������������������������������������������������′���������′��������(井上泰夫抄訳 『第二の大転換―��統合化のヨーロッパ経済』 藤原書店)
[����] ������������������������������� �������������� ����������������������������������������������������������������������(ボワイ
エ／山田編 [����] 所収)
[����] �������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������
[�����] ��������������′����������′�����������������������
[�����] ���������������������′����������′ �����������′����������������������������
[����] ������′�������������������������������������������� (山田鋭夫訳
[����] 『資本主義��資本主義：制度・変容・多様性』 藤原書店)������������������������������(�����������������) [����] ������������������′�����������′���′���������′������′��������������′������������������������������������������[����] ����������������������������������������������������(�����������������) [����] ���′����������′������������′������������������′�����������������������������′��[����] ������������������′����������������������������′�������������′ ���′������������′��������(山田鋭夫／渡辺純子訳 [����] 『脱
グローバリズム宣言：パクス・アメリカーナを超えて』 藤原書店)����������[����] ����������������′��������′�����������������������������������������������������(村上光彦訳 [����] 『世界時間１』, [����] 『世界時間２』
みすず書房)���������������(�����������������) [����] ����������������������������������������������������������������������′����′���������������′��������������������[����] �′�����������������������������������′�����������������������������������[����] �����������������′������′������������������′���������������������������′��(野口祐監訳 『多国籍企業の子会社』 慶應通信)��′��������[����] ��������������������������′��′�������′��′ ������������′�������′��′�

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣ 概念の生成 (上) ��



�������������′�����������������������������������[����] ���������������������������������������������������������������������(宮町良宏監訳／今尾雅博／鹿嶋洋／富樫幸一訳 [����] 『グローバル・シ
フト：変容する世界経済地図』 古今書院)������������[����] ������������������������������������������������������������������ ������������������[����] ����������������������������������������������������
(畑瀬真理子／松林洋一訳 [����] 『グローバルインバランス：歴史からの教訓』 東洋経済
新報社������������������[����] ���������������������������������������������(岡
沢憲芙／宮本太郎監訳 [����] 『福祉資本主義の三つの世界：比較福祉国家の理論と動態』
ミネルヴァ書房�����������[����] �������������������������������������������������′�������′��������������������������������������[����] ��������������� ��������������������������������������������������������������[����] ����������������������������������������������������
[����] ��������������������������������������������������������������������
(佐藤誠三郎／竹内透監修, 大蔵省世界システム研究会訳 [����] 『世界システムの政治経
済学』 東洋経済新報社)����������[����] ����������������������������������������������������������������������������������(宮崎義一編訳 [����] 『多国籍企業論』 岩波書店��′����������[�����] ������′����������′�������������′��������′������������′��������������������������′�������′��������������������������[����] ��������������������������������������������������������������������������������������(石黒馨／小林誠訳 [����] 『覇権後の国際政治
経済学』 晃洋書房)�����������������[����] ������������������������‒��������������������������������(石崎昭彦・木村一郎訳 [����] 『大不況下の世界 ����‒����』 東京大学出版会)���������������[�����] �������������������������������������������
[�����] ����������������������������������������������������������������������������[�����]
[�����] ���������������������������������������������������������������������[�����]
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����′������������������[����] �������������������′����������′�����′��������������������������������������������������������[����] ������������������������′��������������������������������������������′��������(若森章孝／井上泰夫訳 [����] 『奇跡と幻影：世界的危機と����』 新評論)
[�����] �������′����������《���》��������[�����]
[�����] ���� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������(ボワイエ／山田
編 [����] 所収)�������������������[����] ������������������������������������������′������������������������������������������������[����] ��������������������������′ ������������������������������′��������������������������(ボワイエ／山田編 [����] 所
収)�����������������������������[�����] �������������������������′��������
[�����] ���������������������������������������������������������������[�����] (ボワイエ／山田編 [����] 所収)�������������[����] ����������������������������′���′�����������′����������������� (藤本光夫訳 [����] 『世界資本主義と多国籍企業』 世界書院)�������′�������′�����������������������������[����] �����������������������′�������������(���)����������������������′�������������������������′�������′�����������������������������[����] ��������������������������′���������������[����] ������′��������′ ������������������������������′�������′����������������������������
[����] ������������������������������������������������������′���������������������������
[�����] ����������������������������������������������������������������������(ボワイエ／山田編 [����] 所収)
[�����] ������������������′ ����′�����������′��������′ ������′�����������������������
[����] ������′��������������������������′������������′������������������′��������������������������
[�����] ������������������������′��������������′������������������′���������

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣ 概念の生成 (上) ��



�������′�������
[�����] ���′�������������������������������������������������[�����]���� [����] ����������������������������������������������������������������������������(大和田眞�訳 [����] 『����レポート：新興工業諸国の挑戦』 東洋
経済新報社)

[����] ����������������������������‒�����������[����] ���������������������������������������������������������������������[����] ����������������������������������������������������′������������������������������′��������(奥村和久訳 [����] 『第三世界のレギュラシオ
ン理論：世界経済と南北問題』 大村書店)��������[����] �������������������������������������′������������������������������������′��������������������′���������������′�������′������������������[��������] �������′���′�������������������������������������������������������������′���������������������′����������[����]�����������������������������
[��‒��������] ��′��������������������������������������[����]��������[����] �����������������������′�����������������������′����������������′�������′������������������������[����] ��������������������������������������������������������������������������(吉沢英成／野口武彦／長尾史郎／杉村芳美訳 [����] 『大転換：
市場社会の形成と崩壊』 東洋経済新報社)�������������[����] �′���������������������������������������������������[����] �������������������������������������������������������������������������������������������������������[����] �������������������������������������������������������������� �����������������������������������[�����]���������[����] ���������������������������������‒�����������������������������(久保田英夫訳 [����] 『イギリス海外貿易の研究』 文眞堂�������������������� ����[����] ����������������������������������������������������������������������������� �����������������������������[����] ������������������������������������������
(山崎清訳 [����] 『多国籍企業の組織と所有政策：グローバル構造を超えて』 ダイヤモン
ド社����������[����] �����������������������������������������������������
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[�����]
[����] ���������������������������������������������������������������� ���(西川潤／佐藤元彦訳 [����] 『国際政治経済学入門：国家と市場』 東洋経済新報
社)�� [����] �������������������������������������������(����)������(アジア経済
研究所訳 [����] [����] [����] 『標準国際貿易商品分類：改訂第２版, 第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ巻』
アジア経済研究所)

[����] �������������������������������������������(����)������(岡川千勝
訳 [����] 『標準国際貿易商品分類：改訂第３版』 オムニ情報開発株式会社)������ [����] ��������������������������������������������[����] ��������������������������������������������������[����] ���������������������������������������������������������������������������������������������������[����] �����′���������������������������������������������������������������′�������′��������������
[����] ��������������������������������′��������
[����] ������′���������������������������������������′������[����] ��′������′���������������������������������������������′������′���������������������������′������� (神田修悦・中原隆幸・宇仁宏幸・須田文明
抄訳 [����] 『租税国家のレギュラシオン』 世界書院)�������������[����] ������������������������������������������������������������������(藤�浩司／浅沼賢彦／金井雄一訳 [����] 『資本主義世界経済１』 日
南田靜眞監訳 [����] 『資本主義世界経済２』 名古屋大学出版会)

安孫子誠男 [����] 『イノベーション・システムと制度変容：問題史的省察』 千葉大学経済研
究叢書８

井上泰夫 [����] 『〈世紀末大転換〉 を読む：レギュラシオン理論の挑戦』 有斐閣
宇仁宏幸 [����] 『構造変化と資本蓄積』 有斐閣
石黒馨 [����] ｢訳者あとがき｣ (����コヘイン 『覇権後の国際政治経済学』 所収)
大塚久雄 [����] 『生活の貧しさと心の貧しさ』 みすず書房
大野耐一 [����] 『トヨタ生産方式：脱規模の経営をめざして』 ダイヤモンド社
岡本眞也／楊枝嗣朗編著 [����] 『なぜドル本位制は終わらないのか』 文眞堂
奥村和久 [����] ｢現代フランスの貿易構造：����年度資料の再編に基づいて｣ 京都大学 『所

有理論研究会ワーキングペーパーシリーズ』 ����

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣ 概念の生成 (上) ��



[����] ｢��年代のフランス工業製品貿易：世界貿易への統合の進展と地域別不均衡の拡
大 (�)｣ 龍谷大学 『経済経営論集』 第��巻第３号
[����] ｢��年代のフランス工業製品貿易：世界貿易への統合の進展と地域別不均衡の拡
大 (�)｣ 龍谷大学 『経済経営論集』 第��巻第１号

小倉昌夫 [����] 『福祉を変える経営：障害者の月給一万円からの脱出』 日経��社
北原徹 [����] ｢書評：岡本眞也／楊枝嗣朗編著 [����]｣ 『証券経済研究』 第��号
黒田篤朗 [����] 『メイド・イン・チャイナ』 東洋経済新報社
小島清 [����] 『雁行型経済発展論 (第１巻)：日本経済・アジア経済・世界経済』 文眞堂
斉藤日出治 [����] ｢訳者解説｣ (��アグリエッタ 『通貨統合の賭』 所収)
佐伯尚美 [����] 『ガットと日本農業』 東京大学出版会
坂井昭夫 [����] 『国際政治経済学とは何か』 青木書店
櫻井公人 [����] ｢国際政治経済学の過去と未来｣ 日本国際経済学会編 『国際経済』 第��号
清水耕一 [����] ｢蓄積体制とレギュラシオン：レギュラシオン・アプローチの方法論的問題｣
同志社大学 『経済学論叢』 第��巻第４号

新宅純一郎／天野倫文編 [����] 『ものづくりの国際経営戦略：アジア産業地理学』 有斐閣
関下稔 [����] 『国際政治経済学要論：学際知の挑戦』 晃洋書房
関根猪一郎／木村次郎／大畠重衛／小西一雄 [����] 『金融論』 青木書店
立石剛／星野郁／津守貴之 [����] 『現代世界経済システム：グローバル市場主義とアメリカ

・ヨーロッパ・東アジアの対応』 八千代出版

田中素香 [����] 『ユーロ：危機の中の単一通貨』 岩波新書
中原隆幸 [����] 『対立と調整の政治経済学：社会的なるもののレギュラシオン』 ナカニシヤ

出版

鳴瀬成洋 [����] ｢������������������の解体と再編：グローバリズム, マルチラテラリズ
ム, リージョナリズム｣ 神奈川大学 『商経論叢』 ��巻２号

西川潤 [����] ｢世界システム論からレギュラシオン理論へ｣ 『経済セミナー』 第���号
[����] 『人間のための経済学：開発と貧困を考える』 岩波書店

橋本孝 [����] 『奇跡の医療・福祉の町ベーテル：心の豊かさを求めて』 西村書店
原田祐治 [�����] ｢制度における補完性と階層性：��アマーブルによる制度理論へのアプロ
ーチ｣ 名古屋大学 『経済科学』 第��巻第２号
[�����] ｢制度理論としてのレギュラシオン理論：レギュラシオニスト第２世代の試み｣
『季刊経済理論』 第��巻第２号
[�����] ｢訳者解題｣ (��アマーブル 『五つの資本主義』 所収)

平田清明 [����] 『市民社会と社会主義』 岩波書店
平野泰朗 [����] 『日本的制度と経済成長』 藤原書店

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年��



藤�浩司 [����] 『��世紀資本主義の歴史�：出現』 名古屋大学出版会
藤本隆宏 [����] 『生産マネジメント入門�：生産システム編』 日本経済新聞社

[����] 『ものづくりから復活：円高・震災に現場は負けない』 日本経済新聞社
ボワイエ, ��／山田鋭夫編 [����] 『危機：資本主義』 藤原書店

[����] 『ラポール・サラリアル』 藤原書店
[����] 『国際レジームの再編』 藤原書店

松村文武 [����] 『体制支持金融の世界：ドルのブラックホール化』 青木書店
松本元 [����] 『愛は脳を活性化する』 岩波書店

[����] ｢アルゴリズム獲得システムとしての脳｣ 『実験医学』 第��巻第��号
水野和夫 [����] 『人々はなぜグローバル経済の本質を見誤るのか』 日本経済新聞社
三宅義夫 [����] 『金：現代の経済におけるその役割』 岩波新書
宮崎義一 [����] 『世界経済をどう見るか』 岩波新書

[����] 『ドルと円：世界経済の新しい構造』 岩波新書
毛利健三 [����] 『自由貿易帝国主義』 東京大学出版会
八木紀一郎 [����] ｢世界市場の統合とガバナンス問題：〈全般的危機〉 から 〈埋め込まれた自
由主義〉 へ？｣ (山田／宇仁／鍋島編所収)

山田鋭夫 [����] 『さまざまな資本主義：比較資本主義分析』 藤原書店
山田鋭夫／宇仁宏幸／鍋島直樹編 [����] 『現代資本主義への新視角：多様性と構造変化の分
析』 昭和堂

山本吉宣 [����] 『国際レジームとガバナンス』 有斐閣
吉富勝 [����] 『日本経済の真実：通説を超えて』 東洋経済新報社

[����] 『アジア経済の真実：奇蹟, 危機, 制度の進化』 東洋経済新報社
若森章孝 [����] 『資本主義発展の政治経済学：接合理論からレギュラシオン理論へ』 関西大

学出版部

[����] 『レギュラシオンの政治経済学：��世紀を開く社会＝歴史認識』 晃洋書房

レギュラシオン学派における ｢国際レジーム｣ 概念の生成 (上) ��
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